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情報生命博士教育院 教育院長
大学院情報理工学研究科 教授
専門分野はバイオインフォマティクス

　

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
水
準
で

知
ら
れ
る
東
京
工
業
大
学
は
、
理
学
部
、

工
学
部
、
生
命
理
工
学
部
の
3
学
部
で

す
が
、
ほ
ぼ
9
割
が
大
学
院
に
進
み
ま

す
。
1
9
7
0
年
代
か
ら
学
際
的
な
大

学
院
研
究
科
を
設
置
す
る
な
ど
、
複
数

の
学
問
領
域
に
わ
た
る
研
究
、
教
育
は

以
前
か
ら
の
伝
統
で
も
あ
り
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

情
報
生
命
博
士
教
育
院
は
、
異
な
る
専

攻
に
所
属
す
る
大
学
院
生
が
２
つ
の
学

問
領
域
を
学
ぶ
教
育
組
織
で
、
加
え
て

少
人
数
の
英
語
教
育
や
海
外
機
関
へ
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
全
員
必
修
な
ど
異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育

成
が
特
長
で
す
。
現
在
は
理
系
の
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
昨
年
、東
工
大

が
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
に
選
ば

れ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
経
営
者
に
よ
る
授

業
、
産
業
界
の
若
手
社
員
に
よ
る
キ
ャ

リ
ア
指
導
や
交
流
な
ど
を
含
め
、
独
自

の
教
育
に
よ
っ
て
、
次
世
代
を
担
う
人

材
を
育
て
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

右：安田翔也さん（大学院総合理工学研
究科修士２年）、左：柴田恵里さん（大学院
生命理工学研究科修士２年）

ゆたか

秋山 泰 教授

高
度
な
専
門
性
を
幹
と
し
て

副
専
門
を
追
加
す
る

　

学
問
や
研
究
の
世
界
は
専
門
分
化
し

な
が
ら
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
発
展

し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
代
社
会
は
そ

う
し
た
専
門
分
野
が
複
雑
に
融
合
し
て

お
り
、
従
来
の
枠
を
超
え
た
俯
瞰
力
と

独
創
力
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
文
部
科
学
省

は
２
０
１
１
年
よ

り
「
博
士
課
程
教

育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

公
募
、
東
京
工
業

大
学
で
は
４
件
が

採
択
さ
れ
た
。
そ

の
１
つ
が
「
情
報
科
学
を
使
い
こ
な
せ

る
生
命
健
康
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ

ー
の
養
成
」
を
目
的
と
す
る
情
報
生
命

博
士
教
育
院
＝
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ（Education 

A
cadem

y of Com
putational Life 

Sciences

）
だ
。

　

同
教
育
院
の
教
育
院
長
、
秋
山
泰
教

授
は
「
生
命
科
学
と
情
報
科
学
は
途
方

も
な
く
離
れ
た
関
係
で
す
が
、
両
者
が

融
合
す
れ
ば
膨
大
な
生
命
系
の
デ
ー
タ

を
人
工
知
能
に
解
析
さ
せ
て
新
た
な
発

見
に
導
く
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
に
な

っ
て
き
ま
す
」
と
語
る
。

　

こ
れ
ら
の
分
野
の
異
な
る
学
生
が
一

堂
に
会
し
、
主
専
門
＋
副
専
門
と
い
う

形
で
共
に
学
ぶ
こ
と
が
、
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
の

際
立
っ
た
特
長
な
の
で
あ
る
。

「
２
分
野
の
専
門
家
を
目
指
す
と
い
う

「
太
い
幹
（
＝
主
専
門
）
の
異
な
る
ガ

ン
マ
型
人
材
候
補
が
相
互
協
力
し
て
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
非
常
に
重
要

な
の
で
す
。
異
分
野
の
考
え
方
や
価
値

観
を
理
解
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
も
高
ま
り
ま
す
」（
秋
山
教

授
）

　

さ
ら
に
「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
教
育
」
と
し
て
、
専
用
の
教
科
書

を
開
発
し
、
徹
底
し
た
少
人
数
教
育
で

英
語
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
授
業
を
開
講
。
こ
の
英
語
力

を
実
践
的
に
活
用
す
る
場
と
し
て
、
年

に
１
回
約
１
週
間
の
「
国
際
夏
の
学

校
」
も
行
っ
て
い
る
。
海
外
で
現
地
の

学
生
と
チ
ー
ム
に
な
っ
て
「
未
来
予

測
」
な
ど
共
通
の
課
題
に
取
り
組
み
、

企
画
や
提
案
を
競
う
内
容
だ
。

　

そ
の
ほ
か
国
内
・
海
外
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
、
研
究
室
の
外
に
出
る

機
会
が
多
い
の
も
特
長
で
あ
る
。
総
合

理
工
学
研
究
科
知
能
シ
ス
テ
ム
科
学
専

攻
修
士
２
年
の
安
田
翔
也
さ
ん
は
「
そ

れ
が
魅
力
で
参
加
し
ま
し
た
」
と
し
て

次
の
よ
う
に
話
す
。

「
同
年
代
で
別
分
野
の
他
大
学
院
生
と

協
働
す
る
機
会
が
多
く
、
そ
の
交
流
を

通
し
て
『
ガ
ン
マ
型
』
の
ブ
リ
ッ
ジ
部

分
が
育
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

従
来
と
異
な
る

キ
ャ
リ
ア
パス
も
視
野
に

　

生
命
理
工
学
研
究
科
生
命
情

報
専
攻
修
士
２
年
の
柴
田
恵
里

さ
ん
は
「
生
命
系
の
論
文
で
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
手
法
を
学
ぶ
た
め
に
参
加

し
ま
し
た
。
自
分
１
人
で
は
と
て
も
無

理
で
す
が
、
情
報
系
の
学
生
と
の
協
働

で
苦
手
意
識
が
な
く
な
り
ま
し
た
」
と

考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
大
学
院
の
短

期
間
で
習
得
す
る
の
は
困
難
。
そ
こ
で

主
専
門
で
世
界
に
通
用
す
る
高
度
な
競

争
力
を
育
成
し
な
が
ら
、
副
専
門
を
追

加
す
る
『
ガ
ン
マ
型
』
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
し
ま
し
た
」（
秋
山
教
授
）

　

下
図
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
太
い

幹
が
基
本
で
あ
り
、
広
い
視
野
・
志
・

人
間
性
を
ブ
リ
ッ
ジ
と
し
て
、
副
専
門

を
加
え
る
ス
タ
イ
ル
を
ギ
リ
シ
ャ
文
字

の
「
Γ（
ガ
ン
マ
）」
に
な
ぞ
ら
え
た
。

「
二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得
ず
」

と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
に
、
産
業
界
な

ど
で
も
受
け
入
れ
や
す
い
教
育
理
念
を

新
た
に
構
築
し
て
い
る
の
だ
。

異
分
野
と
の
協
働
で

感
性
を
磨
く

　

複
合
領
域
で
の
問
題
解
決
の
実
体
験

を
得
る
た
め
に
、
異
分
野
の
学
生
と
協

働
す
る
独
自
の
演
習
を
導
入
し
た
Ａ
Ｃ

Ｌ
Ｓ
。

ほ
ほ
笑
む
。

　

５
年
一
貫
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の

で
、
ま
だ
早
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
２

人
に
将
来
の
抱
負
を
聞
い
て
み
た
。

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
を
意
識
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
役

割
や
働
き
方
を
す
る
博
士
像
を
創
り
た

い
で
す
ね
」（
安
田
さ
ん
）

「
生
命
科
学
に
情
報
科
学
を
本
格
的
に

応
用
す
れ
ば
、
複
雑
過
ぎ
て
見
え
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
追
求
し
て
み
た
い
で

す
ね
」（
柴
田
さ
ん
）

　

ち
な
み
に
、
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
が
想
定
し
て

い
る
活
躍
の
場
は
、
産
業
界
の
研
究
現

場
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
国
際
機
関
の
職
員
な
ど
多
彩
。

独
自
の
「
産
業
界
若
手
メ
ン
タ
ー
制

度
」
に
よ
る
丁
寧
な
キ
ャ
リ
ア
指
導
な

ど
、
産
・
官
・
民
と
様
々
に
連
携
し
学

生
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
形
成
を
支
援
し
て

い
る
。

「
こ
の
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
の
教
育
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
大
学
院
の
他
分
野
に
も
拡
大
し
て

い
き
た
い
。
多
数
の
ガ
ン
マ
型
博
士
人

材
が
企
業
な
ど
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
レ
ベ
ル

に
な
れ
ば
、
新
し
い
物
事
が
誕
生
す
る

速
度
も
飛
躍
的
に
加
速
す
る
は
ず
。
き

っ
と
後
輩
や
部
下
に
も
既
成
の
枠
を
飛

び
越
え
る
よ
う
指
導
し
て
く
れ
る
で
し

ょ
う
。
そ
れ
が
私
達
の
描
い
て
い
る
理

想
な
の
で
す
」（
秋
山
教
授
）

社会で多彩に活躍する
新しい博士人材に期待
『大学ランキング』編集長
中村正史のワンポイント

  　ＡＣＬＳが養成する人材像
　

1 未踏分野へのチャレンジを恐れない
　

2 社会的課題を解決する強い意欲 （＝アントレプレナーシップ）を持つ
　
3 優れた異文化コミュニケーション能力　

Γ（ガンマ）型人材

主専門：トップレベルの深い専門性（リーダーの必要条件）
副専門：基盤知識、課題意識、問題解決の実体験

生
命
科
学

生
命
科
学

情
報
科
学

情
報
科
学

専門知識 専門知識

ふ
か
ん

こ
と
わ
ざ

広い視野・志・人間性 広い視野・志・人間性

■ ■ ■ ■ ■ ■

面倒見のいい
大学

「
生
命
科
学
」×

「
情
報
科
学
」

複
合
領
域
で
国
際
的
に
活
躍
で
き
る

新
た
な「
ガ
ンマ
型
人
材
」を
養
成

東
京
工
業
大
学

情
報
生
命
博
士
教
育
院

大
学
院
と
い
え
ば
研
究
室
に
こ
も
っ
て
専
門
分
野
を
掘
り
下
げ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、

そ
ん
な
常
識
を
破
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
２
０
１
１
年
か
ら
開
始
し
た
の
が

東
京
工
業
大
学・情
報
生
命
博
士
教
育
院（
A
C
L
S
）だ
。

文
部
科
学
省「
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
採
択
さ
れ
て
お
り
、

複
合
領
域
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
。

「国際夏の学校」の討論風景。海外の大学院生と共に課題に取り組み、企画を競う

異分野の学生とコラボレーション
◉異分野の学生でグループを編成し、問題解
決型演習を実施。例えば、生命系の学生も
脈波計の自作と、脈波データの解析を通じ
て電気回路の仕組みを理解し、情報分野の
考え方や価値観を肌で感じて学ぶ。　
異文化コミュニケーション力の強化
◉専用の英語教科書を独自開発し、徹底した
少人数教育でディベート、プレゼンテーシ
ョン、ライティングなどの授業を実施。海
外インターンシップも必須とし、3カ月以
上にわたる大学や研究所などでの経験を通
じて国際人としての素養を養う。　
産業界と密接に連携
◉産業界若手メンター制度を創設し、産業界
から招聘した教員が学生へキャリア指導を
行うほか、国際機関やグローバル企業から
講師を招聘しキャリアセミナーを開催、学
生のキャリアパス形成を支援する。　
学生サポートが充実
◉専属の担任メンター教員が学生を丁寧に指
導するほか、必要なソフトウェアを搭載し
たノートパソコンを貸与、返済不要の奨励
金を付与（選抜制）するなど学生生活を支
援する。

■ ■ ■ 　面 倒 見 ポ イ ン ト

しょうへい
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